
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○事例報告①：卒業論文ルーブリックの再検討 ～卒業論文はこのままでよいか～ 
       出羽 孝行（文学部教務主任／准教授）・郷式 徹（文学部教授） 
○事例報告②：法学部版アクティブラーニング推進事業～出口を意識した教育改革に向けて～ 
       牛尾 洋也（法学部教授） 
○事例報告③：グローバル人材育成を目指す ASEAN 体感プログラム～ベトナムおよびシンガポールの大 
       学・企業をめぐる理工系スタディツアー  宮武 智弘（理工学部教授） 
○その他報告：龍谷大学における教学 IR の取組について  
       藤田 和弘（学修支援・教育開発センター長／理工学部教授） 
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龍谷大学における学修者本位の教育への転換 

～龍谷 IP・龍谷 GP 事業による教育改革の事例報告～ 

 

2019 年 

3 月 25 日（月） 
13:30～16:15 ※13:00 受付開始 

龍谷大学 深草学舎 

和顔館（わげんかん） 

地下 1 階 B101 教室 

場 
 

所 
日  

時 

参加希望の方は、以下の情報（※）を明記の上、メール又は FAX で 3 月 20 日（水）までにお申し込みください。 
※1.氏名（カナ氏名） 2.所属  3.電話番号 4.メールアドレス 

【参加申込・問合せ先】龍谷大学 学修支援・教育開発センター 
Tel:075-645-2163 FAX:075-645-2190 E-mail:fd-ryukoku@ad.ryukoku.ac.jp 

高等教育が目指すべき姿として、中教審答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」で示されて

いるように、「何を教えたか」から「何を学び、身に付けることができたのか」への学修者本位の教育への

転換が今後ますます求められるようになってきます。 

本学では、教育改革・教育改善に資する取組を選定し、支援するための事業として、龍谷 IP（Inventive 

Program）・龍谷 GP（Good Practice）事業を行っています。 

本フォーラムでは、同事業に選定されたものから、学修者本位の教育への転換をテーマにルーブリックや

アクティブラーニングの取組で得た成果や課題を参加者の皆様と共有したいと思います。 

また、フォーラムの最後に、学修支援・教育開発センター長から、本学の教学 IR に関する取組も紹介い

たします。 

【主催】 龍谷大学 学修支援・教育開発センター 

〒612－8577 京都市伏見区深草塚本町 67 龍谷大学深草学舎 

参加申込 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 14 回 龍谷大学 FD フォーラム 
「龍谷大学における学修者本位の教育への転換～龍谷 IP・龍谷 GP 事業による

教育改革の事例報告～」FAX 参加申込書 

FAX:075-645-2190  E-mail:fd-ryukoku@ad.ryukoku.ac.jp 

氏
フリ

名
ガナ

                     所属 

 

電話番号          －       － 

 

メールアドレス 

                    ＠ 

申込締切日：2019 年 3 月 20 日（水） 

【交通アクセス】 

●京都市営地下鉄烏丸線 
「くいな橋」駅下車 
徒歩約 8 分 

●JR 奈良線「稲荷」駅下車 

徒歩約 7 分 
●京阪「深草」駅下車 

徒歩約 3 分 

※会場へは公共交通機関 
をご利用ください。 

深草学舎構内図 

■アクセスマップ 


